
１．泌尿器科の理念・特色 

①但馬地方の基幹病院の泌尿器科として、尿路悪性腫瘍、尿路結石、前立腺肥大症などの

症例が集中している。 

②当科では尿路男性生殖器の腫瘍、尿路結石、尿路性器感染症、排尿障害、女性骨盤底疾

患など広範囲な疾患の診断、治療を行っている。 

③悪性腫瘍の手術の中心は腹腔鏡手術で、近年増加傾向である。従来の腹腔鏡下腎摘出

術、副腎切除術に加え、2014 年から腹腔鏡下前立腺全摘術、腹腔鏡下腎部分切除術、2017

年から腹腔鏡下膀胱全摘術を開始している。 

④近年急速に増加している前立腺癌の検査では、原則外来で前立腺生検を行っている。 

⑤転移性腫瘍に対しては、様々な化学療法剤や分子標的薬などによる治療を積極的に行っ

ている。 

⑥骨盤臓器脱、腹圧性尿失禁などの女性特有の疾患に対し、2016年から女性泌尿器科外来

を設置し、メッシュを用いた根治術（LSC,TVM,TOT）を積極的に行っている。 

⑦尿路結石の治療は、体外衝撃波結石破砕装置（ストルツ社製モジュリス）による日帰りの破

砕術を中心とし、その他、経尿道的破石術（TUL）、経皮的破石術（PNL）などの内視鏡手術を

行っている。 

⑧慢性腎不全に対して、腹膜透析（CAPD）を行っている。 

⑨月曜朝に文献抄読会、夕に症例カンファレンス、水曜夕に薬剤勉強会または腹腔鏡手術

検討会、木曜朝に病理カンファレンス、金曜朝に画像カンファレンスを行っており、スタッフ一

同で治療方針の検討を行い、標準的治療に即した医療の実践を心がけている。 

  

２．目標・プログラム 

ア．目標とする医師像 

泌尿器科医は超高齢社会の総合的な医療ニーズに対応しつつ泌尿器科領域における 

幅広い知識、錬磨された技能と高い倫理性を備えた医師であるという基本姿勢のもと、 

１．泌尿器科専門知識 

２．泌尿器科専門技能：診察・検査・診断・処置・手術 

３．継続的な科学的探求心の涵養 

４．倫理観と医療のプロフェッショナリズム 

の 4つのコアコンピテンシーからなる資質を備えた泌尿器科専門医を目指す。 

イ．経験できる診療、技術 

指導医のもと腹腔鏡手術、ロボット手術、開腹手術の執刀医として経験を積めます。 

    執刀手術：前立腺生検、膀胱鏡、逆行性腎盂造影・尿道カテーテル留置、経尿路的膀胱 

腫瘍切除術、経尿路的尿路結石破砕術、経尿路的前立腺切除術、尿道カルンクル切除術、

陰嚢内手術、包茎手術、前立腺全摘術、腹腔鏡下腎・尿路悪性腫瘍手術、腹腔鏡下副腎 

摘除術、PNL、ESWLなど 



３．週間予定 

 

 

４．指導医・スタッフ 

医師名 竹内 秀雄 / TAKEUCHI, Hideo / S42 卒 

役職名 顧問（嘱託医） 

専門 泌尿器科手術、尿路結石、尿路性器腫瘍 

認定  社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器科指導医 専門医 

 一般社団法人 日本癌治療学会 暫定教育医 

臨床研修指導医 

 

医師名 瀧 洋二 / TAKI, Yoji / S52 卒 

役職名 顧問（嘱託医） 

専門 泌尿器科疾患全般、CAPD 

認定  社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器科指導医 専門医 

 

医師名 白波瀬 敏明 / SHIRAHASE, Toshiaki / S61卒 

役職名 部長 

専門 泌尿器科疾患全般 

認定   

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日/日曜日

早朝
8:15～
抄読会

8:15～
病理カンファレンス

8:15～
レントゲン

カンファレンス

午前 手術 外来 外来 手術 手術

午後 手術 ＥＳＷＬ 手術 手術 手術

時間外



  

医師名 渡部 淳 / WATANABE, Jun / H5 卒 

役職名 部長 

専門 泌尿器科疾患全般 

認定  社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器科指導医 専門医 

 社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器腹腔鏡技術認定医 

 社団法人 日本内視鏡外科学会 技術認定医 

  

医師名 植垣 正幸 / UEGAKI, Masayuki / H16卒 

役職名 医長 

専門 泌尿器科疾患全般 

認定  社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器科指導医 専門医 

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医 

  

医師名 酒谷 徹 / SAKATANI, Toru / H21卒 

役職名 医長 

専門 泌尿器科疾患全般 

認定  社団法人 日本泌尿器科学会 泌尿器科専門医 

 日本がん治療認定医機構 がん治療認定医 

  

  



５．診療設備等 

   

手術支援ロボット「ダヴィンチ」米国ｲﾝﾃｭｲﾃｨｳﾞ･ｻｰｼﾞｶﾙ社（平成 29年度導入予定） 

 

６．診療実績 

 2013年 2014年 2015年 2016年 

手術件数 457 444 469 483 

膀胱全摘除術 12 11 11 8 

前立腺全摘除術 
腹腔鏡 0 11 42 59 

開腹 46 18 1 0 

腎(尿管)全摘除術 
腹腔鏡 14 29 16 20 

開腹 2 4 5 3 

腎部分切除術 
腹腔鏡 0 0 6 5 

開腹 3 4 3 1 

その他の腹腔鏡手術 6 8 1 9 

前立腺皮膜下摘除術 4 1 3 1 

陰茎癌手術 0 1 2 1 

高位精巣摘除術 6 3 3 2 

TURBt 144 132 175 155 

PNL 24 7 8 16 

TUL 43 55 58 62 

TURP 56 58 30 33 

CAPD 手術 3 12 10 4 

TVM･TOT手術 5 2 3 1 

小児泌尿器手術 
停留精巣 2 5 3 9 

その他 8 7 9 1 

 



７．主な業績 

【学会発表】 

日本泌尿器科学会など 

 

８．学会認定施設 

日本泌尿器科学会専門医教育施設 

 

９．連携するプログラム 

・京都大学広域連携専門研修プログラム 

基幹施設：京都大学医学部附属病院 

公立豊岡病院での研修モデル 

 

     プログラムに関する問合わせ・資料請求先： 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

京都大学大学院医学研究科泌尿器科学教室 

電 話：075‐751‐3327 

      ＦＡＸ：075‐751‐3740 

e-mail：takahi@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

担 当：京都大学大学院医学研究科 泌尿器科 准教授 井上貴博 

     Website：http://www.urology.kuhp.kyoto-u.ac.jp/medic/education/education.html 

 

 ・兵庫・岡山地域泌尿器科専門研修プログラム 

  基幹施設：神戸市立医療センター中央市民病院 

公立豊岡病院での研修モデル 

　和歌山医療センター、枚方公済病院、浜松労災病院、静岡
　県立総合病院、静岡市立静岡病院、島田市民病院、倉敷
　中央病院、協力施設６施設

センター、姫路医療センター、滋賀県立成人病センター、大津市民病院、大津赤十字病院、
天理よろず相談所病院、日本赤十字社和歌山医療センター、枚方公済病院、浜松労災病院、
静岡県立総合病院、静岡市立静岡病院、島田市民病院、倉敷中央病院、協力施設６施設

京都大学医学部附属病院
（基幹施設）

公立豊岡病院、京都市立病院、京都医療センター、桂病院、
康生会武田病院、医仁会武田総合病院、洛和会音羽病院、
北野病院、大阪赤十字病院、高槻赤十字病院、関西電力
病院、神戸市立医療センター中央市民病院、西神戸医療

京都大学医学部附属病院
（基幹施設）

京都大学医学部附属病院
（基幹施設）

京都大学医学部附属病院
（基幹施設）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

公立豊岡病院、京都市立病院、京都医療センター、桂病院、康生会武田病院、医仁会武田
総合病院、洛和会音羽病院、北野病院、大阪赤十字病院、高槻赤十字病院、関西電力病院
、神戸市立医療センター中央市民病院、西神戸医療センター、姫路医療センター、滋賀県立
成人病センター、大津市民病院、大津赤十字病院、天理よろず相談所病院、日本赤十字社



 

 

 プログラムに関する問合わせ・資料請求先： 

〒650-0047 神戸市中央区港島南町 2丁目 1-1   

神戸市立医療センター中央市民病院 事務局総務課 専攻医(後期研修医)採用担当 

電 話：078‐302‐4321 

      ＦＡＸ：078‐302‐7537 

e-mail：kyoikubu@kcho.jp 

     Website：http://chuo.kcho.jp/recruit/late_resident/medical 

 

公立豊岡病院・丹後中央病院
／倉敷中央病院
（連携施設）

公立豊岡病院・丹後中央病院
／倉敷中央病院
（連携施設）

神戸市立医療センター中央市民病院（基幹施設）

倉敷中央病院
神戸市立医療センター

中央市民病院（基幹施設）

１年目 ２年目

神戸市立医療センター中央市民病院（基幹施設）
公立豊岡病院・丹後中央病院

／倉敷中央病院
（連携施設）

　　中央市民病院
　　姫路医療センター
　　西神戸医療センター
　　西宮市立中央病院

３年目 ４年目


